
朝
鮮
人
・
中
国
人
強
制
連
行
と
現
代

－
歴
史
認
識
の
方
法
に
よ
せ
て
－

西
　
成

田
　
　
　
豊

（167）朝鮮人・中国人強制連行と現代

は
じ
め
に

　
現
代
日
本
経
済
の
原
型
は
戦
時
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
議
論
が

あ
る
。
戦
時
期
の
日
本
経
済
を
、
現
代
日
本
経
済
シ
ス
テ
ム
の

「
源
流
」
と
か
、
現
代
目
本
経
済
へ
つ
ら
な
る
「
一
九
四
〇
年
代

体
制
」
と
し
て
と
ら
え
る
議
論
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
種
の
議

論
に
た
い
し
て
は
原
朗
氏
の
鋭
い
批
判
が
あ
る
が
（
原
朗
〔
一
九

九
六
〕
）
、
こ
こ
で
は
戦
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
朝
鮮
人
・
中
国
人

強
制
連
行
の
事
実
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し
、
こ
の
種
の
議
論
が
内

包
し
て
い
る
問
題
性
を
指
摘
し
た
い
。

朝
鮮
人
強
制
連
行

日
本
政
府
は
一
九
三
九
年
労
務
動
員
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
石
炭
、
鉱
山
、
土
建
な
ど
の
重
要
産
業
部
門
へ
の
朝
鮮

人
労
働
者
の
「
移
入
」
（
強
制
連
行
の
こ
と
、
以
下
「
移
入
」
と

記
す
）
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
生
省
職
業
部
は
拓
務
省

を
通
じ
朝
鮮
総
督
府
と
の
折
衝
を
開
始
し
た
。
同
年
六
月
、
朝
鮮

総
督
府
か
ら
保
安
課
長
、
社
会
課
長
な
ど
が
上
京
し
、
厚
生
省
に

お
い
て
各
関
係
官
と
会
合
を
開
き
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
「
移
入
」

を
あ
ら
た
め
て
決
定
し
た
。
朝
鮮
人
労
働
者
の
「
移
入
」
方
針
が

最
終
的
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
年
七
月
、
厚
生
次
官
、
内
務

次
官
の
連
名
を
も
づ
て
地
方
長
官
（
現
在
の
遣
府
県
知
事
）
宛
に

「
朝
鮮
人
労
務
者
内
地
移
住
二
関
ス
ル
件
」
が
発
出
さ
れ
た
。
一

方
、
朝
鮮
総
督
府
は
「
朝
鮮
人
労
務
者
募
集
並
渡
航
取
扱
要
綱
」

を
制
定
し
、
同
年
九
月
朝
鮮
の
道
（
日
本
の
県
に
当
る
）
知
事
、

警
察
部
長
宛
に
こ
れ
を
発
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
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る
朝
鮮
人
強
制
連
行
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
強
制

連
行
と
は
、
労
働
市
場
の
権
力
的
組
織
化
に
よ
る
国
家
が
介
在
し

た
朝
鮮
人
の
強
制
的
「
移
入
」
を
さ
す
。
一
九
四
二
年
以
降
は

「
官
斡
旋
」
と
い
う
新
た
な
「
移
入
」
政
策
が
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
そ
れ
は
国
家
の
介
在
性
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
「
移
入
」
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
数
は
、
一
九
三
九
年
度
以
降
年
々

増
え
、
四
五
年
度
は
激
減
す
る
も
の
の
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
に

「
移
入
」
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
数
は
七
二
万
五
千
人
に
の
ぽ
っ
た
。

「
移
入
」
朝
鮮
人
が
投
入
さ
れ
た
産
業
は
、
石
炭
産
業
、
金
属
鉱

業
、
土
木
建
築
業
、
「
工
場
そ
の
他
」
で
あ
る
が
、
何
と
い
う
て

も
も
っ
と
も
大
量
に
投
入
さ
れ
た
産
業
は
、
石
炭
産
業
で
あ
り
、

一
九
三
九
壬
四
二
年
度
は
「
移
入
」
総
数
の
六
〇
∫
六
五
％
に
お

よ
ん
だ
。
「
工
場
そ
の
他
」
の
圧
倒
的
多
数
は
鉄
綱
業
で
あ
っ
た
。

一
九
三
九
年
∫
四
五
年
度
の
産
業
別
「
移
入
」
総
数
と
そ
の
構
成

比
は
多
い
順
に
、
石
炭
産
業
三
四
万
三
千
人
（
四
七
％
）
、
「
工
場

そ
の
他
」
二
〇
万
六
千
人
（
二
八
％
）
、
土
木
建
築
業
一
〇
万
九

千
人
（
一
五
％
）
、
金
属
鉱
業
六
万
七
千
人
（
九
％
）
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
多
く
の
「
移
入
」
朝
鮮
人
が
投
入
さ
れ
た
石
炭
産
業

に
つ
い
て
や
や
立
ち
入
っ
た
分
析
を
お
こ
な
う
と
、
全
国
の
炭
鉱

労
働
者
総
数
に
占
め
る
日
本
人
の
炭
鉱
労
働
者
の
比
率
は
、
一
九

三
九
年
の
九
六
・
五
％
か
ら
年
々
滅
少
し
、
四
五
年
に
は
六
四
・

○
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
構
成
比
が
一

貫
し
て
増
大
し
て
い
る
の
は
朝
鮮
人
炭
鉱
労
働
者
で
あ
り
、
四
〇

年
に
一
挙
に
一
〇
％
台
に
の
っ
た
あ
と
、
四
一
年
二
二
・
二
％
、

四
二
年
一
五
・
O
％
、
四
三
年
二
九
・
O
％
、
四
四
年
三
三
・
○

％
、
四
五
年
三
丁
三
％
と
年
々
そ
の
比
率
が
増
大
し
て
い
る
。

戦
争
末
期
に
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
う
ち
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
「
移

入
」
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
朝
鮮
人
鉱
夫
の
職
種
別
構
成
を
み
る
と
、
坑
内
夫
の
比
率

は
「
移
入
」
朝
鮮
人
は
九
二
・
三
％
と
も
っ
と
も
高
く
、
日
本
人

は
五
九
・
八
％
と
極
端
に
低
い
。
こ
の
点
は
坑
内
夫
の
な
か
で
も

採
炭
夫
の
比
率
を
み
る
と
い
っ
そ
う
明
瞭
で
、
「
移
入
」
朝
鮮
人

は
五
一
・
六
％
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
日
本
人
は
わ
ず
か
一
八
・

。
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
「
移
入
」
朝
鮮
人

鉱
夫
は
、
地
下
労
働
の
と
り
わ
け
苛
酷
な
職
種
に
集
中
的
に
投
入

さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
移
入
」
朝
鮮
人
の
労
務
管
理
は
、
H
鉱
山
や
S
鉱
山
の
よ
う

な
宥
和
型
労
務
管
理
（
も
ち
ろ
ん
抑
圧
的
契
機
を
含
ん
だ
そ
れ
）

も
部
分
的
に
存
在
し
た
が
、
支
配
的
な
労
務
管
理
は
軍
事
的
抑
圧
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型
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

K
鉱
山
で
あ
っ
た
。
K
鉱
山
に
は
、
軍
事
的
抑
圧
型
の
労
務
管
理

方
針
を
説
い
た
『
半
島
労
務
員
統
理
綱
要
』
（
一
九
四
一
年
一
月
）

と
い
う
冊
子
が
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
よ
り
軍
事
的
抑
圧
型
労
務

管
理
の
構
造
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
K
鉱
山
に
お
い
て
は
、
「
移
入
」
朝
鮮
人
を
「
立
派
ナ
ル
皇
国

臣
民
ノ
一
員
タ
ラ
シ
ム
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
教
育
訓
練
」
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
「
教
育
訓
練
」
の
基
本
方
針
は
、
「
先

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ツ
形
ヨ
リ
整
ヘ
テ
漸
次
精
神
二
及
ホ
ス
軍
隊
式
ノ
訓
練
方
法
ヲ
採

用
シ
、
生
活
様
式
習
慣
ヲ
シ
テ
短
期
問
ノ
中
二
内
地
化
セ
シ
メ
、

も
つ以
テ
日
本
人
タ
ル
ノ
確
信
ヲ
保
持
」
（
傍
点
西
成
田
）
さ
せ
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
日
常
の
教
育
訓
練
は
、
朝
礼
（
修
礼
、

国
旗
掲
揚
、
君
が
代
奉
唱
、
宮
城
遥
拝
、
「
皇
国
臣
民
ノ
誓
詞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
『
リ

の
朗
読
、
山
神
神
社
遥
拝
な
ど
）
、
体
操
、
徒
手
訓
練
、
蟻
（
食

事
の
撲
H
食
前
食
後
の
感
謝
合
掌
、
食
堂
居
室
出
入
の
蟻
1
1
礼
、

入
浴
時
の
蝶
、
外
出
時
の
膜
1
－
服
装
な
ど
、
起
床
就
寝
時
の
蟻
1
1

静
粛
、
職
場
に
お
け
る
撲
な
ど
）
、
整
理
整
頓
、
清
掃
作
業
、
夜

の
点
呼
、
「
興
亜
奉
公
日
」
と
公
休
目
に
お
け
る
「
奉
仕
作
業
」

な
ど
、
ま
さ
に
「
形
ヨ
リ
入
ル
」
軍
隊
式
訓
練
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
訓
練
に
馴
じ
ま
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
対
し
て
は
、

「
特
別
指
導
」
が
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
指
導
」
は
「
主
二
警
察

官
二
依
頼
ス
ル
ヲ
原
則
ト
シ
、
統
理
者
（
K
鉱
山
の
労
務
管
理
者

－
西
成
田
）
ハ
裏
面
ニ
ア
リ
テ
適
宜
ノ
処
置
ヲ
講
シ
、
矯
正
ノ
実

ヲ
挙
ケ
ル
ヘ
ク
努
カ
ス
ル
」
も
の
と
さ
れ
た
。
「
特
別
指
導
」
を

お
も
に
警
察
官
に
依
頼
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。

「
特
別
指
導
」
が
あ
ま
り
に
も
苛
酷
で
暴
力
的
・
抑
圧
的
な
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
ま
ず
、
「
軽
度
ノ
者
」
に
対
し
て
は
、
（
一
）
「
坐
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ス
事
」
、
（
二
）
欠
食
、
（
三
）
外
出
禁
止
、
（
四
）
食
塩
注
射
を
実

行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
「
坐
ラ
ス
事
」
は
、
「
彼
等
（
「
移
入
」

朝
鮮
人
－
西
成
田
）
ノ
生
活
様
式
ヨ
リ
彼
等
ヲ
内
地
式
二
正
座
ス

ル
ヲ
非
常
二
苦
痛
ト
ス
ル
L
と
い
う
理
由
か
ら
採
ら
れ
た
措
置
で

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

あ
り
、
「
欠
食
」
は
、
二
、
二
食
ノ
欠
食
ハ
効
果
大
ナ
リ
、
但
シ

坐
ラ
ス
方
法
ト
併
行
セ
ハ
更
二
効
果
大
ナ
リ
L
と
判
断
さ
れ
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ

め
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
「
妄
リ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
■
と

威
圧
ノ
為
二
右
ノ
方
法
ヲ
言
外
シ
、
実
行
二
疎
キ
ハ
次
第
二
威
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
が

ノ
効
ヲ
失
フ
因
ト
ナ
ル
処
ア
リ
、
機
ヲ
硯
ヒ
不
言
実
行
ス
ヘ
キ
テ

ァ
ル
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

た
ん
な
る
脅
し
で
は
な
く
積
極
的
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。

　
一
方
、
「
相
当
重
キ
者
」
に
対
し
て
は
、
（
一
）
鉄
拳
制
裁
、
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（
二
）
警
察
署
留
置
、
（
三
）
タ
コ
部
屋
留
置
の
三
つ
の
措
置
を
実

行
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
措
置
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
や
意
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
拳
制
裁

　
　
も
つ
ほ

は
、
「
専
ラ
警
察
官
二
依
頼
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
統
理
者
ハ
決
シ
テ

鉄
拳
制
裁
ヲ
以
テ
ス
ヘ
キ
テ
ハ
ナ
イ
」
と
さ
れ
、
警
察
署
留
置
は
、

「
『
ス
ト
ラ
イ
キ
』
ノ
主
謀
者
、
炊
事
二
対
ス
ル
不
満
、
煽
動
者
等

ハ
此
ノ
制
裁
ニ
ヨ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
さ
れ
た
。
最
後
に
タ
コ
部
屋

留
置
は
、
「
如
何
ト
ス
ル
モ
矯
正
ノ
実
ナ
ク
不
平
不
満
ノ
者
ハ
、

如
何
二
鉱
山
（
K
鉱
山
の
こ
と
ー
西
成
田
）
ハ
他
二
比
シ
優
遇
シ

居
ル
カ
ヲ
体
得
セ
シ
ム
ル
意
味
二
於
テ
鉱
山
附
帯
事
業
ノ
請
負

者
ノ
『
タ
こ
部
屋
二
留
置
ス
ル
…
…
『
タ
コ
』
部
屋
収
容
ハ
坑

内
就
労
ヲ
嫌
悪
ス
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
著
効
ア
ル
様
テ
ア
ル
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
次
に
賃
金
に
つ
い
．
て
み
る
と
、
「
移
入
」
朝
鮮
人
鉱
夫
の
賃
金

は
、
多
く
の
ば
あ
い
、
経
営
側
の
手
に
よ
っ
て
強
制
的
に
積
立
、

貯
蓄
さ
れ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
に
実
際
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

と
え
ぱ
、
M
鉱
山
（
株
）
H
鉱
業
所
に
は
、
「
移
入
」
朝
鮮
人
の

貯
金
と
し
て
、
「
愛
国
貯
金
」
、
「
強
制
貯
金
」
、
「
普
通
貯
金
」
の

三
種
類
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
貯
金
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お

り
で
あ
う
た
。

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
　
愛
国
貯
金
1
「
家
族
採
鉱
夫
に
在
り
て
は
出
勤
一
方
に
付
二

　
　
五
銭
、
単
身
者
に
在
り
て
は
一
方
に
付
三
十
五
銭
を
賃
金
中

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

　
　
よ
り
控
除
し
、
之
を
愛
国
貯
金
と
し
、
随
時
、
事
変
公
債
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
は
貯
蓄
債
券
の
購
入
に
充
て
し
め
、
右
は
退
職
の
場
合
の
外
、

　
　
」
哺
こ
う

　
　
手
交
せ
ず
L

　
　
強
制
貯
金
1
「
右
の
外
各
人
に
三
十
円
の
貯
蓄
金
迄
を
強
制

　
　
と
し
、
毎
月
十
円
を
本
人
の
賃
金
中
よ
り
控
除
積
立
て
、
之

　
　
を
会
社
に
於
て
預
り
、
本
貯
金
に
対
し
て
は
年
七
分
の
利
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
を
附
す
る
も
、
矯
風
会
（
在
日
朝
鮮
人
の
同
化
団
体
－
西
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い

　
　
田
）
会
長
の
許
可
あ
る
場
合
、
或
は
本
人
退
職
の
場
合
の
外

　
　
引
出
を
禁
ず
」

　
　
普
通
貯
金
1
「
貯
金
額
三
十
円
（
愛
国
貯
金
を
除
く
）
を
超

　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
過
せ
る
金
額
に
於
て
、
貯
蓄
は
本
人
の
随
意
た
る
も
、
可
及

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
的
之
が
実
行
を
勧
奨
し
、
自
発
的
貯
金
を
励
行
せ
し
む
。
本

　
　
貯
金
は
会
社
に
於
て
之
を
預
り
年
七
分
の
利
子
を
附
す
。
右

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
は
本
人
に
於
て
止
む
を
得
ざ
る
事
惰
あ
り
と
認
め
る
時
は
随

　
　
時
之
を
払
出
す
も
の
と
す
」
（
傍
点
西
成
周
）

　
ま
た
ー
鉱
山
（
株
）
の
ば
あ
い
、
「
半
島
労
務
者
預
金
並
二
送

金
取
扱
規
定
」
に
よ
れ
ぱ
、
「
賃
金
換
算
金
ヨ
リ
四
円
以
上
五
円
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以
下
支
払
ヒ
、
残
リ
全
部
ヲ
一
時
預
金
原
簿
二
記
入
整
理
保
管

ス
L
と
さ
れ
、
「
預
金
者
ヨ
リ
小
使
銭
、
其
ノ
他
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ

預
金
ノ
払
出
願
出
ア
リ
タ
ル
場
合
ハ
、
寮
長
ハ
其
ノ
事
由
ヲ
精
査

ノ
上
、
願
出
人
ヨ
リ
受
領
書
ヲ
徴
シ
タ
ル
上
金
員
ノ
交
附
ヲ
ナ

ス
ベ
シ
」
と
規
定
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
前
出
の
K
鉱
山
で
は
差
別
意
識
を
露
わ
に
し
た
つ
ぎ

の
よ
う
な
方
針
を
採
用
し
て
い
た
。

　
　
「
（
朝
鮮
人
の
賃
金
の
本
国
へ
の
－
西
成
田
）
送
金
ハ
余
リ
多

　
　
額
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
、
半
島
ノ
女
性
ハ
生
活
ル
ー
ズ
ニ
シ
テ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
切

　
　
駄
使
ヒ
ス
ル
故
、
其
最
低
生
活
費
ト
シ
テ
ニ
十
円
位
送
金
ス

　
　
レ
ハ
結
構
ナ
リ
、
毎
月
現
金
ノ
所
持
ハ
十
円
以
内
ト
シ
、
他

　
　
ハ
出
来
ル
タ
ケ
貯
金
セ
シ
ム
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
、
斯
ク
ス
ル
ハ

　
　
、
本
人
ノ
素
行
ヲ
善
良
ナ
ラ
シ
メ
、
逃
亡
ヲ
防
止
ス
ル
ニ
，

　
　
役
立
ツ
事
大
テ
ア
ル
。
又
通
帖
ハ
各
人
ノ
手
二
持
タ
シ
ム
ル

　
　
時
ハ
、
之
ヲ
使
用
シ
タ
キ
欲
求
カ
ラ
引
出
ス
コ
ト
ヲ
ナ
ス
ヲ

　
　
以
テ
、
世
話
所
（
事
務
室
）
二
於
テ
保
管
ス
ル
方
法
ヲ
取
ル

　
　
ヲ
可
ト
ス
ル
」
。

　
以
上
に
引
用
し
た
よ
う
な
強
制
貯
金
、
「
自
発
的
」
．
貯
金
の

「
勧
奨
」
、
経
営
側
に
よ
る
貯
金
通
帳
の
保
管
と
貯
金
引
出
し
の
事

実
上
の
制
限
、
原
簿
上
の
賃
金
記
載
と
実
際
の
少
額
賃
金
支
給
と

い
う
諸
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
多
く
の
ば
あ
い
、

賃
金
の
実
質
的
収
奪
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る

は
西
成
田
〔
一
九
九
七
〕
）
。

二
　
中
国
人
強
制
連
行

朝
鮮
人
鉱
夫
の

（
以
上
詳
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ー
リ
ー

　
次
に
中
国
人
強
制
連
行
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
国
人
の
苦
力

（
荷
役
運
搬
労
働
者
）
を
目
本
へ
「
移
入
」
し
よ
う
と
す
る
動
き

は
、
一
九
四
〇
年
陸
軍
省
を
中
心
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
こ
う
し
た
動
き
は
中
断
し
、
四
二
年
一
一
月
二
七

日
「
華
人
労
務
省
内
地
移
入
二
関
ス
ル
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

こ
こ
に
中
国
人
強
制
連
行
が
始
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
閣
議
決

定
は
、
「
敵
国
人
」
を
日
本
へ
「
移
入
」
す
る
こ
と
に
は
相
当
慎

重
だ
っ
た
よ
、
フ
で
、
「
試
験
的
移
入
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が

「
良
好
」
で
あ
れ
ぱ
本
楮
的
「
移
入
」
に
踏
み
き
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
「
試
験
的
移
入
」
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
伏
木
港

湾
運
送
（
株
）
、
三
井
鉱
山
（
株
）
田
川
鉱
業
所
、
日
鉄
鉱
業

　
　
ふ
た
せ

（
株
）
二
瀬
鉱
業
所
の
三
事
業
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
人
二
〇
〇

名
が
「
移
入
」
さ
れ
た
。
右
の
「
試
験
的
移
入
」
が
「
良
好
」
で

あ
っ
た
た
め
、
四
四
年
二
月
二
八
日
「
華
人
労
務
者
内
地
移
入
ノ

促
進
二
関
ス
ル
件
」
が
次
官
会
議
で
決
定
さ
れ
、
中
国
人
の
本
格
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的
「
移
入
」
が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
の
次
官
会
議
決
定
で
は
、
「
華
人
労
務
者
ハ
元
俘
虜
又
ハ
帰

順
兵
ノ
外
一
般
募
集
二
依
ル
組
織
的
募
集
又
ハ
特
殊
募
集
労
務
者

ト
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
移
入
」
中
国
人
の
な
か
に
は
、

俘
虜
・
「
帰
順
兵
」
と
な
っ
た
元
軍
人
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
た

と
え
ば
、
日
鉄
鉱
業
二
瀬
鉱
業
所
に
お
け
る
「
移
入
」
中
国
人
の

前
職
は
、
多
い
順
に
中
央
軍
・
八
路
軍
・
重
慶
軍
な
ど
軍
人
が
八

〇
九
名
、
農
業
二
二
八
名
、
商
人
二
七
名
、
そ
の
他
四
二
名
で
あ

っ
た
（
林
え
い
だ
い
〔
一
九
九
三
〕
）
。

　
「
移
入
」
中
国
人
の
多
く
は
、
河
北
省
、
山
東
省
の
出
身
で
あ

っ
た
が
、
俘
虜
、
「
帰
順
兵
」
と
な
っ
た
元
軍
人
以
外
の
「
移
入
」

中
国
人
の
「
募
集
」
を
こ
れ
ら
の
地
域
で
お
こ
な
っ
た
の
は
、
お

も
に
「
華
北
労
工
協
会
」
と
い
う
組
織
で
あ
っ
た
。
華
北
労
工
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
ら
い

会
は
北
京
市
に
あ
り
、
華
北
政
務
委
員
会
（
日
本
の
億
優
政
権
）

の
指
導
・
監
督
を
受
け
る
財
団
法
人
で
、
同
委
員
会
と
北
支
那
開

発
会
社
の
折
半
出
資
で
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
業
務
は
、

「
移
入
」
中
国
人
に
た
い
す
る
「
募
集
」
、
警
備
、
輸
送
、
衛
生
、

給
与
あ
る
い
は
行
政
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
あ
り
、
石
門
、

元
津
、
済
南
、
青
島
、
塘
沽
な
ど
に
出
張
所
が
あ
っ
た
。
「
募
集
」

さ
れ
た
「
移
入
」
中
国
人
は
、
こ
れ
ら
の
出
張
所
に
あ
る
俘
虜
収

容
所
（
か
れ
ら
は
こ
れ
を
「
労
工
訓
練
所
」
と
呼
ん
だ
）
に
収
容

さ
れ
、
「
就
労
訓
練
」
を
強
制
さ
れ
た
。

　
俘
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
「
訓
練
」
を
終
え
た
「
移
入
」
中
国

人
は
、
華
北
労
工
協
会
の
職
員
、
日
本
軍
の
兵
隊
、
そ
れ
に
受
入

れ
先
の
事
業
所
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
付
き
添
わ
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
発
港
に
向
っ
た
。
日
本
へ
の
連
行
に
使
用
さ
れ
た
船
舶

は
、
貨
物
船
で
あ
り
、
「
移
入
」
中
国
人
は
鉄
鉱
石
や
石
炭
な
ど

を
満
載
し
た
船
鎗
の
上
に
ア
ン
ペ
ラ
（
ア
ン
ペ
ラ
草
の
茎
で
編
ん

だ
か
い
か
）
を
敷
い
て
連
行
さ
れ
た
。
米
軍
機
の
機
銃
掃
射
や
潜

水
艦
の
水
射
を
避
け
な
が
ら
の
船
舶
連
行
で
あ
っ
た
た
め
、
「
移

入
」
中
国
人
が
同
本
（
下
関
）
に
上
陸
す
る
ま
で
に
早
く
て
一
週

間
、
遅
い
と
き
は
一
ヵ
月
も
か
か
っ
た
。
目
本
の
事
業
所
に
連
行

さ
れ
た
と
き
は
、
「
移
入
」
中
国
人
は
長
い
俘
虜
収
容
所
で
の
生

活
と
あ
い
ま
っ
て
疲
労
の
極
点
に
達
し
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
例

を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
西
成
田
〔
一
九
九
四
〕
）
。

「
長
期
三
旦
ル
収
容
所
生
活
ノ
タ
メ
其
ノ
大
半
ハ
栄
養
失
調

ニ
ヨ
リ
病
人
ノ
状
況
ヲ
呈
シ
居
リ
、
出
発
ノ
タ
メ
集
合
セ
シ

メ
タ
ル
処
、
収
容
所
主
任
ノ
訓
示
中
起
立
シ
居
ラ
レ
ザ
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず

ノ
及
離
ン
ド
歩
行
二
耐
ヘ
ズ
収
容
所
ヨ
リ
乗
船
地
迄
僅
力
一
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キ
ロ
一
－
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
君
い

　
粁
ノ
遣
程
ヲ
歩
行
シ
得
ズ
倒
ル
ル
者
、
或
ハ
同
僚
二
支

　
　
　
　
よ
う
や

ヘ
ラ
レ
テ
漸
ク
歩
行
ヲ
続
ク
ル
者
等
、
多
々
ア
リ
L
（
N
鉱

業
M
鉱
山
）
、
「
華
人
ノ
到
着
セ
ル
時
体
格
検
査
二
於
テ
驚
キ

　
　
　
　
　
中

タ
ル
コ
ト
ハ
、
痩
セ
弱
々
シ
ク
テ
皆
体
格
非
常
二
劣
悪
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
」

キ
、
輸
送
途
中
汽
船
中
若
ク
ハ
汽
車
中
発
病
シ
、
来
着
時
歩

　
ほ
と
行
殆
ン
ド
不
可
能
ナ
ル
者
数
名
ア
リ
テ
担
送
サ
レ
来
リ
、
或

　
　
　
　
　
す
が
　
　
　
　
か
ろ

ハ
友
人
ノ
肩
二
鎚
リ
テ
辛
ウ
ジ
テ
歩
行
セ
ル
者
又
数
名
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

－
－
同
行
セ
ル
北
支
労
工
協
会
特
派
員
ハ
余
二
対
シ
テ
『
此

ノ
人
数
ノ
中
、
約
四
割
ガ
契
約
期
間
後
二
生
キ
残
ツ
タ
ラ
良

イ
方
デ
セ
ウ
』
ト
言
ヘ
リ
L
（
1
鉱
業
B
鉱
業
所
）
、
「
移
入

当
初
ノ
栄
養
失
調
者
ハ
全
員
ノ
三
割
以
上
ヲ
数
へ
、
皮
膚
疾

患
者
ハ
八
割
程
度
ヲ
数
へ
、
着
山
当
初
ハ
栄
養
失
調
症
ニ
テ

死
亡
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
（
N
鉱
業
F
鉱
業
所
）

　
さ
き
に
の
べ
た
「
試
験
的
移
入
」
を
合
め
、
一
九
四
五
年
五
月

ま
で
に
「
移
入
」
さ
れ
た
中
国
人
の
数
は
一
六
九
集
団
、
三
万
八

九
三
五
名
に
の
ぼ
っ
た
が
、
死
亡
者
の
数
は
六
八
三
〇
名
で
、

「
移
入
」
総
数
の
実
に
一
七
・
五
％
に
お
よ
ん
だ
。
外
務
省
管
理

局
『
華
人
労
務
者
就
労
事
情
調
査
報
告
書
（
第
二
分
冊
）
第
二

部
』
（
昭
和
二
一
年
三
月
）
に
よ
れ
ぱ
、
死
亡
者
の
内
訳
は
、
「
移

入
時
船
中
死
亡
L
五
六
四
名
、
「
本
邦
上
陸
後
事
業
場
到
着
前
死

亡
」
二
四
八
名
（
「
途
中
死
亡
」
小
計
八
＝
一
名
）
、
「
事
業
場
到

着
後
三
ヶ
月
以
内
死
亡
」
二
二
八
二
名
、
「
事
業
場
到
着
後
三
ヶ

月
以
後
死
亡
」
三
七
一
七
名
（
「
事
業
場
内
死
亡
」
小
計
五
九
九

九
名
）
、
「
送
還
時
事
業
場
出
発
後
乗
船
前
死
亡
」
一
〇
名
、
「
残

留
中
死
亡
」
九
名
と
記
し
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
「
外

務
省
報
告
書
」
が
「
事
業
場
到
着
後
三
ヶ
月
以
内
死
亡
」
を
す
べ

て
死
亡
原
因
は
「
供
出
側
ニ
ア
リ
ト
推
定
セ
ラ
ル
」
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
移
入
」
中
国
人
を
使
役
し
た
二
二
五
事

業
場
の
「
報
告
書
」
を
読
む
と
、
事
業
所
到
着
後
ほ
ぼ
一
週
問
が

休
養
期
問
、
そ
の
後
約
一
ヵ
月
が
就
労
予
備
訓
練
期
間
と
さ
れ
て

お
り
、
約
五
週
間
後
に
は
「
移
入
」
中
国
人
は
強
制
労
働
に
駆
り

た
て
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ぱ
、
「
事
業
場
到
着
後
三
ヶ
月
以
内

死
亡
」
の
う
ち
、
収
容
所
生
活
な
ど
「
供
出
側
」
の
事
情
に
よ
っ

て
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
る
者
は
そ
の
約
三
分
の
一
と
し
て
七
六

一
名
、
「
途
中
死
亡
」
と
合
わ
せ
て
一
五
七
三
名
（
二
三
・
O
％
）

が
「
供
出
側
」
の
原
因
に
よ
る
死
亡
、
五
二
五
七
名
（
七
七
・
O

％
）
が
事
業
場
側
の
強
制
労
働
に
よ
る
死
亡
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
「
移
入
」
中
国
人
が
投
入
さ
れ
た
産
業
を
み
る
と
、
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多
い
順
に
鉱
山
業
一
五
社
四
七
事
業
場
一
万
六
三
六
八
名
（
四

二
・
O
％
）
、
土
木
建
築
業
一
五
社
六
三
事
業
場
一
万
五
二
五
三

名
（
三
九
・
二
％
）
、
港
湾
荷
役
業
一
社
二
一
事
業
場
六
〇
九
九

名
（
一
五
・
七
％
）
、
造
船
業
四
社
四
事
業
場
二
一
一
五
名

（
三
・
一
％
）
で
あ
る
。
「
移
入
」
朝
鮮
人
が
投
入
さ
れ
た
産
業
と

比
較
す
る
と
、
土
木
建
築
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
非
常
に
高
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　
「
移
入
」
中
国
人
に
た
い
す
る
労
務
管
理
は
、
「
自
治
制
」
を
採

用
し
な
が
ら
も
、
基
本
は
軍
事
抑
圧
型
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
中

国
人
は
「
敵
国
人
」
で
あ
っ
た
た
め
、
警
察
に
よ
る
管
理
が
と
く

に
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
移
入
」
朝
鮮
人
と
比
較
し
て
特
に

注
目
す
べ
き
は
、
中
国
人
の
本
格
的
「
移
入
」
が
戦
争
末
期
で
あ

っ
た
た
め
、
食
糧
お
よ
び
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
が
決
定
的
に
不

足
し
て
い
た
事
情
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
移
入
」
中
国
人
を

徹
底
し
て
奴
隷
化
す
る
思
想
が
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、

一
九
四
四
年
七
月
二
二
日
、
内
務
省
・
厚
生
省
の
官
僚
、
県
警
察

部
特
高
課
長
、
警
察
署
長
な
ど
二
〇
数
名
が
H
鉱
山
に
来
山
し
、

そ
の
う
ち
の
一
人
は
具
体
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
示
を
H
鉱
山
に

あ
た
え
た
。
少
し
長
く
な
る
が
重
要
な
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い

（
秋
田
県
警
察
部
長
〔
一
九
四
四
〕
）
。

「
㈹⑪）C（〕D｛〕E｛〕F｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
い
た
く

宿
舎
の
構
造
と
設
備
が
華
労
に
対
し
て
賛
沢
過
ぎ
る
。

理
由
　
粗
末
な
穴
倉
式
仮
小
屋
式
が
華
労
の
性
格
に
適

す
る
。

ふ
　
と
ん

蒲
団
の
支
給
量
が
多
す
ぎ
る
。

理
由
　
華
人
の
労
働
者
は
露
天
生
活
す
る
者
が
多
い
。

食
糧
の
給
与
が
賛
沢
過
ぎ
る
、
現
給
（
二
ニ
キ
ロ
）
で

も
多
す
ぎ
た
（
政
府
の
規
定
で
は
一
人
ひ
と
旦
二
〇
キ

ロ
ー
西
成
田
）
。

理
由
　
華
人
の
労
働
者
は
麦
粉
は
主
食
で
な
い
、
よ
り

下
級
な
生
活
を
と
っ
て
居
る
。

日
常
生
活
は
放
任
過
ぎ
た
。

理
由
　
自
由
外
出
は
婦
人
に
極
め
て
危
険
で
あ
る
、
個

人
外
出
は
厳
禁
せ
よ
。

華
労
の
言
ふ
事
を
正
直
に
受
入
れ
す
ぎ
る
。

理
曲
　
華
人
の
性
格
か
ら
裏
を
考
へ
な
け
れ
ぱ
謀
略
に

乗
る
。

不
明□
の
指
導
員
が
程
度
以
上
に
甘
や
か
し
過
ぎ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
ま
で

理
由
　
華
人
は
弱
い
で
呉
れ
ば
甘
え
て
来
る
、
飽
迄
も

締
め
て
指
導
せ
よ
。
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作
業
能
率
は
低
い
、
現
在
の
三
倍
を
華
人
能
率
の
基
準

と
せ
よ
。

理
由
　
北
海
遺
イ
ト
ム
カ
鉱
山
の
華
労
は
H
鉱
山
の
華

労
よ
り
も
食
糧
が
不
足
で
あ
る
が
能
率
が
良
い
。
濡
れ

た
タ
オ
ル
の
水
が
一
滴
も
な
く
な
る
ま
で
し
ぽ
る
方
針

を
取
れ
。
華
人
の
性
格
に
は
表
裏
あ
り
て
裏
に
陰
謀
術

策
が
秘
め
ら
れ
、
日
本
人
に
想
像
出
来
難
い
点
が
あ

る
。
L

　
中
国
人
に
た
い
す
る
民
族
的
差
別
・
偏
見
に
満
ち
た
こ
の
奴
隷

化
思
想
に
、
説
明
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
奴
隷
化
方
針
は
賃
金
の
面
に
つ
い
て
も
貫
か
れ
て
い

る
。
二
二
五
事
業
場
の
「
報
告
書
」
を
読
む
と
、
ご
く
一
部
の
事
・

業
場
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
給
与
制
度
ハ
日
給
ニ
シ
テ
、
月
末
締
切
精
算
ノ
上
、
各
自

　
　
二
精
算
書
ヲ
交
付
シ
誤
算
ノ
有
無
ヲ
確
メ
、
概
ネ
翌
月
五
日

　
　
頃
支
給
ス
」

　
で
は
本
当
に
賃
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
の

あ
と
す
ぐ
に
「
給
与
支
払
方
法
」
と
し
て
「
月
払
ト
シ
概
ネ
郵
便

貯
金
二
積
立
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ん
の
こ
と
は

な
い
、
賃
金
は
す
べ
て
帳
簿
上
の
計
算
で
、
郵
便
貯
金
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
の
貯
金
に
移
し
変
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
解
放
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
、
「
移
入
」
中
国
人
の
労
働
は
無
償
労
働
で
あ
っ

た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
「
移
入
」
朝
鮮
人
に

た
い
す
る
賃
金
「
支
給
」
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
現
金

支
給
に
た
い
す
る
制
限
性
、
拘
束
性
と
い
う
点
で
は
、
「
移
入
」

中
国
人
に
た
い
す
る
方
針
の
方
が
強
靱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
煎
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

つ
め
れ
ば
、
日
本
「
帝
国
臣
民
」
と
し
て
同
化
の
対
象
と
さ
れ
た

朝
鮮
人
と
、
「
敵
国
人
」
と
し
て
異
化
の
対
象
と
さ
れ
た
中
国
人

と
の
差
異
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
両
者
に
こ
う
し
た
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
言
え
ぱ
、
朝

鮮
人
・
中
国
人
強
制
連
行
は
「
戦
時
奴
隷
制
」
以
外
の
な
に
も
の

で
も
な
か
ウ
た
。

結
び
1
歴
史
認
識
の
方
法

　
冒
頭
に
の
べ
た
問
題
に
も
ど
れ
ぱ
、
戦
時
経
済
に
現
代
日
本
経

済
の
「
源
流
」
と
か
「
体
制
」
を
見
い
出
す
歴
史
観
は
、
戦
時
経

済
が
以
上
の
べ
た
よ
う
な
「
戦
時
奴
隷
制
」
を
内
包
し
た
経
済
で

あ
っ
た
こ
と
、
社
会
的
に
は
「
奴
隷
」
包
摂
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
、

現
代
日
本
経
済
は
そ
う
し
た
「
戦
時
奴
隷
制
」
、
「
奴
隷
」
包
摂
社
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会
の
否
定
（
日
本
が
支
配
し
た
民
族
の
解
放
）
の
上
に
成
立
し
た

こ
と
を
無
視
し
て
い
る
点
で
到
底
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
戦
時
奴
隷
制
」
は
、
戦
時
経
済
の
根
幹
を
な
す
労
働
力
動
員
が

兵
力
動
負
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
経
済
の
技
術
的

後
進
性
、
労
働
集
約
的
産
業
の
比
重
の
高
さ
と
い
う
構
造
的
特
質

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
た
ん
な
る
戦
時
経
済
の
一

駒
で
は
な
い
。
現
代
目
本
経
済
の
い
く
つ
か
の
側
面
が
戦
時
経
済

の
な
か
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し

．
て
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
ヒ
に
（
事
実
に
即
し
て
）
指
摘
す
れ
ぱ
よ
い
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
と
戦
時
経
済
の
構
造
的
特
質
規
定
と
は
無

関
係
で
あ
る
。
表
現
を
変
え
て
い
え
ば
、
現
在
に
在
る
も
の
の
原

型
を
過
去
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
探
求
し
、
歴
史
を
そ
の
原
型
の
成
長

過
程
と
し
て
と
ら
え
る
歴
史
認
識
の
方
法
は
、
各
時
代
固
有
の
構

造
な
り
歴
史
的
個
性
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
重
大
な
欠

陥
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
原
型
」
の
探
求
に

つ
い
て
い
え
ば
、
事
象
に
よ
っ
て
は
い
く
ら
で
も
過
去
を
さ
か
の

ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
行
き
つ
く
先
は
、
結
局
、

時
代
貫
通
的
な
「
日
本
的
な
る
も
の
」
の
検
出
で
終
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
し
・
か
し
そ
れ
は
、
「
目
本
文
化
」
論
の
課
題
で
あ

ヶ
（
私
は
「
日
本
文
化
」
論
自
体
は
ま
っ
た
く
否
定
し
な
い
が
）
、

歴
史
学
の
課
題
で
は
な
い
。

〕1－〕2｛〕3｛〕4（〕5｛〕6｛〕7｛〕8｛〕9t

文
献
・
史
料

秋
田
県
警
察
部
長
藍
谷
隆
雄
『
移
入
華
人
労
務
者
勤
労
指
導
委
員

会
委
嘱
ノ
件
』
　
一
九
四
四
年
（
I
P
S
文
書
）

岡
崎
哲
二
・
奥
野
正
寛
『
目
本
経
済
シ
ス
テ
ム
の
源
流
』
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年

K
鉱
山
『
半
島
労
務
員
統
理
綱
要
』
（
林
え
い
だ
い
編
『
戦
時
外

国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
皿
、
2
、
下
、
明
石
書
店
、
一
九

九
一
年
、
所
収
）

田
中
宏
・
松
沢
哲
成
繍
『
中
国
人
強
制
連
行
資
料
』
現
代
書
館
、

二
九
九
五
年

西
成
田
豊
「
労
働
力
動
員
と
労
働
改
革
」
（
大
石
嘉
一
郎
編
『
目

本
帝
国
主
義
史
3
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）

　
　
　
　
『
在
目
朝
鮮
人
の
「
世
界
」
と
「
帝
国
」
国
家
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年

野
口
悠
紀
雄
『
一
九
四
〇
年
体
制
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九

五
年
林
え
い
だ
い
『
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集
』
w
、
上
巻
、
明

石
書
店
、
一
九
九
三
年

原
　
朗
「
戦
後
五
〇
年
と
目
本
経
済
」
（
『
年
報
　
日
本
現
代
史
』

創
刊
号
、
一
九
九
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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